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2016.７月号 2016.７月号

□補正予算
一般会計（第１号）
　　歳入歳出それぞれ２億３,０００万円を追加し、

総額４２億３,０００万円となりました。
☆歳入の主なもの
　・地方創生推進交付金　　１億　 ５００万円
　・繰越金　　　　　　　　１億２,２００万円
☆歳出の主なもの
　・総務課一般管理費　　　　　１,４６８万５千円
　・まち･ひと･しごと事業費２億１,７５０万円
特別会計等（第１号）
　予算総額は次のとおりとなりました。
　・下水道特別会計　　　　２億７,１００万円
　・上水道事業会計 資本的収入   ５,３４３万円
　　　　　　　　　 資本的支出   ８,６７０万円

□条例
◇奈義町委員会委員等報酬及び費用弁償支給方法条例

の一部を改正する条例
◇奈義町議会委員会条例の一部を改正する条例

□契約
◇土地売買契約の締結について

□報告
◇平成27年度奈義町一般会計繰越明許費の報告について

◇平成27年度奈義町土地取得特別会計繰越明許費の報
告について

◇専決処分の報告について

□同意
◇奈義町教育委員会委員の任命につき同意を求めるこ

とについて
　　上町川　　植月　忠次 氏
◇奈義町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同

意を求めることについて
　　関　本　　鈴木　　登 氏
　　滝　本　　二宮　將浩 氏
◇奈義町教育長の任命につき同意を求めることについて
　　美作市　　甲田　勝資 氏

□その他
◇岡山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体

数の減少及び岡山県市町村総合事務組合規約の変更
について

◇所管事務等の調査について

□選任
◇議会常任委員会委員の選任について
　総務常任委員会
　　岡　　立、◉岡　親佐、○安藤榮一、森藤政憲、
　　小阪四郎
　まちづくり・文教常任委員会
　　桑村由和、中井泰洋、◉鷹取　渡、○芦田一郎、
　　岡部英生 （◉委員長　○副委員長）

可決された議案など

議
会
第２回定例会

　
平
成
28
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
７
日
に

開
会
し
、
笠
木
町
長
の
行
政
報
告
の
後
、
議

案
を
提
出
し
、
い
ず
れ
も
慎
重
な
審
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

行
政
施
策
に
つ
い
て
議
員
に
よ
る
一
般
質
問

も
行
な
わ
れ
、
16
日
に
全
日
程
を
終
え
閉
会

し
ま
し
た
。

→

保
険
税
の
収
納
率
は
９５
・
４９
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
本
年
度
か
ら
24
時
間
納
付
が
可
能

な
コ
ン
ビ
ニ
納
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

○
臨
時
福
祉
給
付
金
関
係

「
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」

・
高
齢
者
の
う
ち
町
民
税
の
均
等
割
が
非
課
税
の

方
、
１
人
に
つ
き
３
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」

・
町
民
税
の
均
等
割
が
非
課
税
の
方
、
１
人
に
つ

き
３
千
円
が
１０
月
か
ら
交
付
予
定
で
す
。

○
国
民
健
康
保
険
関
係

・
平
成
２７
年
度
医
療
費
全
体
の
決
算
見
込
み
額
は
、

前
年
度
に
比
べ
て
、
６
・
４
％
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

・
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
は
大
変
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
町
の
総
合
健
診
等
を
受
診
し

て
い
た
だ
き
健
康
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
町
営
賃
貸
住
宅
管
理

・
セ
ン
タ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
奈
義
、
５７
世
帯
、
１
２
３

人
が
入
居
さ
れ
、
５
月
末
で
ほ
ぼ
満
室
と
な
っ

て
い
ま
す
。

○
環
境
衛
生
関
係

・
指
定
ご
み
袋
の
使
用
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

・
粗
大
ご
み
収
集
は
、
11
月
20
日
㈰
に
予
定
し
て

い
ま
す
。

○
各
種
健
診
に
つ
い
て

・
７
月
１
日
㈮
か
ら
は
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
を
、
ま

た
、
２４
日
㈰
か
ら
は
、
総
合
検
診
と
が
ん
検
診

を
、
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
と
文
化
セ
ン
タ
ー
で

実
施
し
ま
す
。

・
減
塩
に
よ
る
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
塩

分
測
定
器
を
希
望
さ
れ
ま
し
た
世
帯
に
有
料
で

お
配
り
し
ま
し
た
。

○
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

・
運
営
状
況
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
で
す
の
で
介

護
予
防
・
重
度
化
予
防
事
業
へ
の
積
極
的
な
参

加
、
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
高
齢
者
生
活
応
援
券
を

配
布
し
ま
し
た
。

○
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

・
新
規
事
業
と
し
て
本
年
度
か
ら
出
産
祝
い
金
を

第
一
子
か
ら
支
給
し
て
い
ま
す
。

・
在
宅
育
児
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
家
庭
で
保
育

○
平
成
２７
年
度
決
算
　

・
実
質
収
支
は
、
約
３
億
８
千
３
百
万
円
の
黒
字

と
な
る
見
込
み
で
す
。

・
補
正
予
算
で
は
、
地
方
創
生
推
進
事
業
費
の
た

め
の
予
算
を
中
心
に
、
２
億
３
千
万
円
を
追
加

し
ま
し
た
。

○
消
防
・
防
災
に
つ
い
て

・
本
格
的
な
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
警

報
発
令
時
に
は
、
役
場
に
災
害
対
策
本
部
を

設
置
し
、「
防
災
無
線
」
や
「
奈
義
ち
ゃ
ん
ね

る
」
で
の
情
報
提
供
や
注
意
の
呼
び
か
け
を
行

な
い
ま
す
。

・
７
月
３
日
㈰
に
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
防
災
講
演

会
を
、
１１
月
５
日
㈯
に
は
「
自
主
防
災
組
織
総

合
防
災
訓
練
」
を
実
施
予
定
で
す
。

○
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

・
高
齢
者
同
士
の
事
故
な
ど
が
増
加
し
て
お
り
、

高
齢
者
・
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
の
推
進
を

図
っ
て
行
き
ま
す
。

○
防
犯
対
策
に
つ
い
て

・
小
・
中
学
生
等
の
登
下
校
時
や
日
暮
れ
に
は
、

防
犯
主
幹
が
街
頭
指
導
や
巡
回
警
戒
を
行
な
っ

て
お
り
、
保
護
者
や
関
係
団
体
の
自
主
パ
ト
ロ

ー
ル
の
協
力
も
頂
い
て
い
ま
す
。

○
職
員
採
用
に
つ
い
て

・
職
員
採
用
試
験
を
７
月
２４
日
に
予
定
し
て
お
り
、

一
般
行
政
職
・
幼
稚
園
教
諭
及
び
保
育
士
を
若

干
名
と
、
保
健
師
を
１
名
募
集
予
定
。
ま
た
、

高
校
卒
業
予
定
者
等
を
対
象
と
し
た
採
用
試
験

を
、
９
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
演
習
場
対
策
に
つ
い
て

・
訓
練
日
程
、
春
季
演
習
場
集
中
整
備
は
計
画
ど

お
り
行
な
わ
れ
、
演
習
場
機
能
の
維
持
向
上
が

図
ら
れ
ま
し
た
。

・
陸
上
自
衛
隊 

日
本
原
駐
屯
地 

充
実
期
成
会
で

は
日
本
原
駐
屯
地
の
維
持
存
続
に
向
け
た
取
り

組
み
を
引
き
続
き
行
な
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
戦
略
室
に
つ
い
て

・
役
場
１
階
の
西
フ
ロ
ア
ー
に
「
ま
ち
づ
く
り
戦

略
室
」
を
設
置
し
、
ま
ち
づ
く
り
全
般
の
業
務

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

・
現
在
は
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
（
い
わ
ゆ

る
新
型
交
付
金
）
や
地
域
再
生
計
画
の
認
定
に

向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

「
子
育
て
・
教
育
」

・
日
本
で
最
も
注
目
さ
れ
て
い
る
劇
作
家
・
演
出

　

家
で
あ
る
平
田
オ
リ
ザ
氏
に
、
本
町
の
「
教
育

　

・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
監
」
に
就
任
し
て
頂
き

ま
し
た
。

「
活
力
あ
る
経
済
」
と
「
観
光
と
交
流
」

・
一
般
社
団
法
人
ビ
ジ
ッ
ト
奈
義
が
、
観
光
庁
に

よ
る
日
本
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
候
補
法
人
と
し
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

・
分
析
に
基
づ
く
戦
略
的
な
観
光
振
興
の
分
野
で
、

日
本
の
第
一
者
で
あ
り
、
国
が
進
め
る
日
本
版

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
提
唱
者
で
あ
る
大
社
充
氏
に
、
本
町

　

の
「
観
光
ま
ち
づ
く
り
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

に
就
任
し
て
頂
き
ま
し
た
。

・「
ア
ー
ト
」
を
軸
と
し
た
「
自
分
ら
し
い
学
び

や
活
動
」
の
提
供
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

「
健
康
な
高
齢
者
」

・
社
会
で
役
立
っ
て
い
る
と
い
う
実
感
や
収
入
が

得
ら
れ
る
短
時
間
労
働
を
提
供
す
る
「
し
ご
と

コ
ン
ビ
ニ
」
や
、
都
市
部
の
飲
食
店
に
必
要
量

の
農
畜
産
物
を
直
接
配
送
す
る
「
地
産
外
商
セ

ン
タ
ー
」
の
取
り
組
み
を
行
な
い
ま
す
。

「
空
き
家
対
策
」

・
空
家
を
調
査
し
、
地
区
と
協
働
し
て
、
環
境
保

全
と
お
試
し
住
宅
の
確
保
、
移
住
者
の
受
け
入

れ
、
関
西
圏
な
ど
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
行

な
う
計
画
で
す
。

○
納
税
に
つ
い
て

・
町
民
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
平
成
２７
年
度
町
税

現
年
度
分
の
収
納
率
は
９８
・
７４
％
、
国
民
健
康

2
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一般会計（第１号）
　　歳入歳出それぞれ２億３,０００万円を追加し、

総額４２億３,０００万円となりました。
☆歳入の主なもの
　・地方創生推進交付金　　１億　 ５００万円
　・繰越金　　　　　　　　１億２,２００万円
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　　　　　　　　　 資本的支出   ８,６７０万円

□条例
◇奈義町委員会委員等報酬及び費用弁償支給方法条例

の一部を改正する条例
◇奈義町議会委員会条例の一部を改正する条例

□契約
◇土地売買契約の締結について
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◇平成27年度奈義町一般会計繰越明許費の報告について

◇平成27年度奈義町土地取得特別会計繰越明許費の報
告について

◇専決処分の報告について

□同意
◇奈義町教育委員会委員の任命につき同意を求めるこ

とについて
　　上町川　　植月　忠次 氏
◇奈義町固定資産評価審査委員会委員の選任につき同

意を求めることについて
　　関　本　　鈴木　　登 氏
　　滝　本　　二宮　將浩 氏
◇奈義町教育長の任命につき同意を求めることについて
　　美作市　　甲田　勝資 氏

□その他
◇岡山県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体

数の減少及び岡山県市町村総合事務組合規約の変更
について

◇所管事務等の調査について

□選任
◇議会常任委員会委員の選任について
　総務常任委員会
　　岡　　立、◉岡　親佐、○安藤榮一、森藤政憲、
　　小阪四郎
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　　岡部英生 （◉委員長　○副委員長）

可決された議案など

議
会
第２回定例会

　
平
成
28
年
第
２
回
定
例
会
が
６
月
７
日
に

開
会
し
、
笠
木
町
長
の
行
政
報
告
の
後
、
議

案
を
提
出
し
、
い
ず
れ
も
慎
重
な
審
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

行
政
施
策
に
つ
い
て
議
員
に
よ
る
一
般
質
問

も
行
な
わ
れ
、
16
日
に
全
日
程
を
終
え
閉
会

し
ま
し
た
。

→

す
る
児
童
１
人
に
つ
き
、
月
額
１
万
円
を
年
３
回

に
分
け
て
支
給
し
ま
す
。

・
高
校
生
の
就
学
支
援
に
つ
い
て
は
、
生
徒
１
人
当

た
り
年
額
９
万
円
に
増
額
し
ま
し
た
。

○
土
木
建
設
関
係
の
事
業
つ
い
て

「
防
衛
施
設
周
辺
障
害
防
止
事
業
」

・
上
町
川
地
内
の
廠
舎
池
西
幹
線
水
路
及
び
滝
本
地

内
の
那
岐
池
西
幹
線
水
路
の
改
修
工
事
を
９
月
頃
、

着
手
す
る
予
定
で
す

・
中
島
西
地
内
の
那
岐
池
西
幹
線
水
路
改
修
工
事
に

着
手
し
て
い
ま
す
。

・
渇
水
対
策
と
し
て
、
た
め
池
全
体
計
画
調
査
業
務

の
発
注
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業
」

・
中
島
東
地
内
の
町
道
野
田
池
西
線
や
関
本
地
内
の

丸
尾
線
、
中
島
西
地
内
の
大
坪
線
な
ど
の
道
路
改

良
舗
装
工
事
の
早
期
発
注
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

「
老
朽
化
し
た
道
路
・
橋
梁
・
水
道
施
設
の
長
寿
命

化
修
繕
や
更
新
」

・
宮
内
・
成
松
地
内
の
成
松
川
に
架
か
る
成
松
上
橋

の
補
修
設
計
と
、
豊
沢
・
成
松
地
内
の
町
道
豊
沢

成
松
線
の
舗
装
修
繕
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
上
下
水
道
関
係
事
業

・
配
水
管
の
老
朽
化
に
よ
る
改
修
を
実
施
中
で
す
。

・
公
共
下
水
道
の
接
続
率
は
７０
・
２
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
処
理
区
域
内
で
下
水
道
に
接
続
を
さ
れ
て

い
な
い
方
は
、
早
期
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
区
域
で
は
、
町
設
置
型
の

合
併
処
理
浄
化
槽
を
整
備
し
て
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

○
道
路
工
事
に
つ
い
て

・
久
常
地
内
の
国
道
53
号
歩
道
拡
幅
工
事
に
つ
い
て
、

本
年
度
に
用
地
測
量
と
補
償
費
調
査
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

・
県
道
行
方
勝
田
線
の
西
原
交
差
点
の
改
良
工
事
が

進
捗
中
で
す
。

・
那
岐
池
幹
線
水
路
に
つ
い
て
広
岡
地
内
の
未
改
修

区
間
の
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
滝
本

地
内
の
那
岐
池
取
水
塔
の
管
理
橋
の
塗
装
に
つ
い

て
は
、
10
月
頃
の
着
手
予
定
で
す
。

○
農
業
振
興
に
つ
い
て

「
農
業
委
員
会
」

・
４
月
よ
り
第
21
期
の
農
業
委
員
11
名
を
任
命
、
併

せ
て
新
設
さ
れ
た
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
８

名
が
農
業
委
員
会
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
　
　
　
　

・
水
稲
作
付
面
積
は
、
生
産
目
標
面
積
に
対
し
86
％

と
な
り
、
生
産
目
標
を
達
成
で
き
る
見
込
み
で
す
。

・
転
作
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
奨
励
作
物
へ
転
作

料
を
交
付
す
る
ほ
か
、
町
内
産
の
堆
肥
を
活
用
し

て
生
産
性
の
向
上
を
図
る
取
り
組
み
に
対
し
て
転

作
料
を
上
乗
せ
交
付
し
ま
す
。

「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
」

・
国
の
予
算
不
足
に
よ
り
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
の
内
、
農
道
整
備
や
水
路
更
新
の
た
め
の
交
付

金
が
、
昨
年
度
の
約
６
割
相
当
額
と
な
り
ま
し
た
。

「
奈
義
有
機
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
利
用
」

・
昨
年
度
、
持
込
農
家
に
対
し
て
助
成
を
行
な
っ
た

と
こ
ろ
、
持
込
量
の
増
加
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

今
後
も
有
機
堆
肥
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

「
畜
産
関
係
」

・
昨
年
８
月
「
奈
義
町
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
」

を
設
立
し
、
本
年
度
、
関
係
団
体
等
と
の
連
携
強

化
や
施
設
整
備
、
機
械
整
備
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
度
は
新
た
な
Ｐ
Ｒ
と
し
て
肉
フ
ェ
ス

（仮）
を
実
施
し
ま
す
。

「
有
害
鳥
獣
対
策
」

・
捕
獲
個
体
の
処
理
は
、
本
年
４
月
か
ら
津
山
圏
域

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
が
可
能
に
な
り
ま

し
た
。

○
な
ぎ
の
里
活
性
化
支
援
事
業

・
本
年
度
は
、
１
割
の
プ
レ
ミ
ア
ム
を
加
え
、
千
五

百
万
円
分
の
支
援
券
を
販
売
し
ま
し
た
。

○
観
光
振
興
に
つ
い
て

・
豊
沢
、
成
松
、
宮
内
地
区
の
耕
作
者
の
方
々
に
ご

協
力
を
頂
き
、
約
１５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ほ
場
で
、「
第

５
回
奈
義
町
菜
の
花
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

○
地
産
外
商
つ
い
て

・
な
ぎ
高
原
山
彩
村
を
拠
点
と
し
た
事
業
展
開
を
予

定
し
て
お
り
、
現
在
、
山
彩
村
の
地
産
外
商
部
門

と
し
て
事
業
に
従
事
し
て
い
た
だ
く
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
募
集
・
選
考
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

○
東
山
工
業
団
地
に
つ
い
て

・
平
成
２７
年
度
に
ブ
ラ
ン
ケ
ネ
ー
ゼ
株
式
会
社
と
竹

本
容
器
株
式
会
社
の
２
社
の
誘
致
が
決
定
し
、
１９

の
分
譲
区
画
す
べ
て
が
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
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一人あたりの保険料
（57万円が上限）

所　得　割　額
(所得－33万円)×9.87％

均等割額
49,200円

●問い合わせ先　役場 税務住民課　☎36-4112
　　　　　　　　津山年金事務所    ☎31-2363 ●問い合わせ先　選挙管理委員会　☎36-4111

　国民年金保険料を未納の状態で、万一、障害や死
亡といった不慮の事態が発生すると、障害基礎年金
や遺族基礎年金が受けられなくなる場合があります。

　経済的な理由等で保険料を納付することが困難な
場合には、納付が免除・猶予となる制度があります
ので、役場税務住民課の窓口で申請してください。

　●受　　付　平成28年７月１日から
　●免除期間　平成28年７月分～平成29年６月分
　●対象年齢　50歳未満
※法律が改正され、２年１か月前の月分まで遡及し

て免除申請が可能となっています。

　失業等により保険料を納付することが経済的に困
難になった方、申請を忘れていたために未納期間を
有している方、役場税務住民課または年金事務所へ
ご相談ください。

国民年金保険料免除
等の申請について

　この選挙から
①選挙権年齢が18歳に引き下げられます

平成10年７月11日（11日を含む）以前に生まれた方

②選挙人名簿登録制度が変わります
名簿登録基準（３か月）を満たし、名簿登録日前に転
出場合も、転出元の選挙人名簿に転出した旨を記載し
て登録されます。

　６月17日、日之出水道機器から30万円のご寄付を
いただきました。同社からは平成９年以降、奈義町立
図書館「ヒノデ文庫」の充実にあたり、毎年、貴重な
図書購入費のご寄付をいただいています。
　いただいた寄付金は子育て教育支援として、児童書
や参考書、絵本などの購入に使用させていただきます。

●投　票　日　7月10日(日) 午前７時～午後６時

●期日前投票　７月９日(土) まで
　　　　　　　午前８時30分～午後８時
　　　　　　　奈義町役場１階ロビー

第24回参議院議員通常選挙
大切な１票を！

入場券を
もってきてね！

日之出水道機器株式会社から
図書購入費をご寄付いただきました

　奈義町は気象観測所での観測に多年にわたり献身的に協力し、気象業務の発展に寄与したとして、気

象庁の表彰を受けました。６月１日、気象庁で開催された気象記念日式典に笠木町長が出席し、石井国

土交通大臣から慶びのご挨拶をいただき、橋田気象庁長官から感謝状の贈呈を受けました。

気象庁から感謝状

●問い合わせ先　役場 税務住民課　☎36-4112

　75歳以上の方に加入いただいている後期高齢者医
療制度は、保険料率を２年ごとに見直すことになっ
ています。
　平成28年度から29年度までの保険料は次のとお
りとなりますので、お知らせします。

２年ごとの見直しによるものです！

平成２８年度から変わります
「岡山県後期高齢者医療制度保険料」

　世帯の総所得額によって保険料の軽減措置がありま
すが、年金収入212万円（所得92万円）の方の場合
　91,000円（昨年度）→ 97,500円（今年度）とな
ります。

＝ ＝

＋
46,300円

◀橋田気象庁長官より感謝状を受けとる笠木町長

 <昨年度まで>
　　（上限57万円）

（所得－33万円)
　　　×9.15％

　4月15日から役場で受付を行なってきました
｢熊本地震義援金」は依然として寄せられており、
あたたかいご支援の総額は2,158,000円となりま
した。
　この義援金は、日本赤十字社岡山県支部を通じ
て、被災地へ送金させていただいております。
　九州地方では、続く余震の中、梅雨前線の影響
等による記録的な豪雨に見舞われるなど、被害の
拡大も報道されていま
す。
　新たに被災された
方々にも心からお見舞
いを申し上げますとと
もに、被災地の一刻も
早い復旧をお祈り致し
ております。

風水害への対策を
お願いします!!

～ 地域の安全は
 　 まず家庭から～

災害の続く被災地に…
あたたかい善意を
ありがとうございます。

＋

　梅雨期から秋にかけて、“ゲリラ豪雨”と呼ばれる突発的
で局地的な雷を伴う大雨が降ることがあります。
　日頃から気象情報に関心を持ち、長雨や台風の接近に備
えて、ラジオや懐中電灯、防災無線の電池を確認しておく
など、もしもの事態に備えましょう。
　また、毎年梅雨の時期に入ると、田んぼの畔草や肥料袋
などが水路に流れ、ヒューム管や集水桝（ます）に詰まり、
水路が氾濫するなどの苦情が多く寄せられています。大雨
が予想される場合、事前に刈り草の後始末を行ない、水利
管理者は氾濫が起きないよう適正な水管理を心がけるよう
にお願いします。
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７月１日から７月31日まで

○早寝・早起き・朝ご飯運動の推進
①いつも決まった時間に起きましょう。
②朝日を浴びて体内時計をリセットしましょう。
③朝ご飯を食べる習慣をきちんとつけましょう。
④日中は、外で身体を動かしましょう。
⑤メディアと上手につきあうルールを作りましょう。
⑥寝る１時間前から、強い光をさけましょう。
⑦歯みがきをして寝る習慣を身につけましょう。
⑧いつも決まった時間に寝ましょう。

青少年健全育成
強調月間実施中！

　７月４日から８日までの５日間、中学校北交差点・
柿交差点・中学校前・小学校前で、街頭指導を行な
います。ご協力をよろしくお願いします。

さ
あ
、
始
め
よ
う
! 

2016.７月号 2016.７月号

　
芦
田
さ
ん
は
、
昭
和
23
年
に
吉
野
小
学
校
教
諭
と
し
て
奉

職
さ
れ
、
奈
義
小
学
校
、
奈
義
中
学
校
等
の
勤
務
を
経
て
、

上
斎
原
中
学
校
校
長
と
し
て
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
40
年
間
、

学
校
教
育
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
退
職
後
は
平
成
４
年
か
ら
16
年
ま
で
の
間
、
奈
義

町
立
幼
稚
園
園
長
と
し
て
奈
義
町
の
幼
児
教
育
の
充
実
、
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
る
岡
山
県
及
び
本
町
の
教
育
分
野
へ
の
功
績

は
顕
著
で
あ
り
、
今
年
３
月
に
88
歳
を
お
迎
え
に
な
り
、
こ

の
た
び
の
受
章
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

○農業従事者なら誰でも加入できます
　60歳未満で、国民年金第1号被保険者で、農業に従
事（年間60日以上）する方は誰でも加入できます。
○積立方式の年金
　納めた保険料とその運用益が将来のあなたの年金原
資となる積立方式ですので、以前の賦課方式と違い、
加入者や受給者数に影響を受けません。長期的に安定
し、少子高齢化時代に強い制度となっています。
※その他詳細については、次の農業者年金基金HPを

ご覧ください。
http://www.nounen.go.jp/

　昨年７月に、鳥獣被害防止のために設置された電気柵が
原因で死傷されるという事故が発生しました。
　電気柵を設置する際には、｢人体に影響のない程度に電流
を弱める電源装置を使用すること」｢漏電時に電気を遮断す
る装置を設置すること」｢危険表示板を取り付けること」の
３つの安全基準を満たすことが必要とされています。
　奈義町内で、設置している電気柵は、これらの安全基準
を満たし、設置されています。
　個人で電気柵を設置している場合やこれから電気柵を設
置する場合は、３つの安全基準を必ず満たしていただき、
安全管理の徹底を十分お願いします。
　また、設置されている電気柵には、なるべく近づかない
ように注意をお願いします。

電気柵の取り扱いに
注意をお願いします

瑞
宝
双
光
章
（
高
齢
者
叙
勲
）

芦 

田

　勤
さ
ん（
中
島
西
）

●問い合わせ先　農業委員会　☎36-4114

　奈義町にふるさと納税をしていただいた方に、
お礼としてお返しする品を募集しています。本町
の魅力を県内外の方に発信する機会です。ぜひご
応募ください。
お礼の品
　奈義町の魅力を発信でき、また奈義町のPRに
つながる品物で税込6,000円以内の品物。
応募方法
　応募票に必要事項を記入の上、
お礼の品の写真、パンフレットな
どを添えて役場へ郵送、持参。
　詳しくは町のHPをご覧ください。

●問い合わせ先　役場 総務課　☎36-4111

●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

●問い合わせ先　奈義町農業再生協議会
　　　　　　　　　奈義ライスセンター　☎36-3156　　役場 産業振興課　☎36-4114

　農家の皆様には、経営所得安定対策の実施、米の生産調整等で、
大変お世話になっております。
　今年の転作確認を次の日程で行ないますので、対象農家の方は、
各地区の確認日までに、該当する水田に配布される立札を立ててお
いてください。
　皆様のご協力をよろしくお願いします。

平成２8年度経営所得安定対策に係る

転 作 確 認 の 実 施

7月７日㈭

7月８日㈮

上町川・中島西・豊沢・成松

広岡西・広岡東・西原・高円

午前：宮内・皆木・小坂・馬桑

午後：荒内西・久常・行方
7月５日㈫

7月６日㈬ 滝本・中島東・柿・関本

地　　　区　　　名確 認 日

転 作 確 認 日 程

農業者年金に
　　加入しませんか

●問い合わせ先　観光協会(地域振興センター）☎36-7311

　｢受験生ブルース」や「思い出の赤いヤッケ｣などのヒット曲で
おなじみの高石ともやさんを今年もお迎えして、ミニコンサート
を開きます。
　なつかしいフォークソングと楽しいおしゃべりで、夏の夕べを
楽しみませんか？ また、岡山出身の近藤龍朗さん、奈義町在住の
小阪基起さんのバンド演奏もあります。みなさんお誘いあわせの
うえ、ぜひお越しください。
※｢みんなでしょうえい」による飲み物やおにぎりも販売します。

●日　時　8月6日(土)午後３時開演（少雨決行）
●場　所　那岐山菩提寺

高石ともや
　ミニコンサートのお知らせ

大イチョウパワースポット
in菩提寺 ふるさと納税の

お礼の品の募集

退
任
の
あ
い
さ
つ

新
教
育
長
に

甲
田
教
育
長

教
育
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た

　

私
、
６
月
３０
日
を
も
っ
て
、
教
育
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
の
職
を
２
年
余
り
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

在
任
期
間
中
は
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
支
え
て
頂
き
、

町
教
育
進
展
に
全
力
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
の
奈
義
町
な
ら
び
に
奈
義
町
教
育
の
更
な
る
発
展
を
祈
念

申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
議
会
の
同
意
と
町
長
の
任
命
を
お

受
け
し
て
、
７
月
１
日
、
教
育
長
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。

　

町
教
育
の
進
展
に
一
生
懸
命
に
務
め
て
ま
い

り
ま
す
の
で
町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
協
力
を

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

経
歴
等
：
法
政
大
学
卒
業
後
、
昭
和
５４
年
に
小

学
校
教
諭
と
な
り
、
奈
義
小
学
校
長
な

ど
を
歴
任
。
平
成
２６
年
か
ら
町
教
育
相

談
員
、
指
導
主
事
。
任
期
３
年
。
従
来

の
教
育
委
員
長
と
教
育
長
を
統
合
し
た

「
新
教
育
長
」
と
し
て
務
め
る
。

６３
歳
（
美
作
市
明
見
）

　

野
々
上
健
次
教
育
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

後
任
に
植
月
忠
次
氏
（
上
町
川
）
が
、
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
２８
年
６
月
２６
日
か
ら
４
年
間

で
す
。 延

　
原
　
　
孝 
氏

甲 

田
　
勝 

資 

氏

植 

月
　
忠 

次 

氏
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叙 

　勲

７月１日から７月31日まで

○早寝・早起き・朝ご飯運動の推進
①いつも決まった時間に起きましょう。
②朝日を浴びて体内時計をリセットしましょう。
③朝ご飯を食べる習慣をきちんとつけましょう。
④日中は、外で身体を動かしましょう。
⑤メディアと上手につきあうルールを作りましょう。
⑥寝る１時間前から、強い光をさけましょう。
⑦歯みがきをして寝る習慣を身につけましょう。
⑧いつも決まった時間に寝ましょう。

青少年健全育成
強調月間実施中！

　７月４日から８日までの５日間、中学校北交差点・
柿交差点・中学校前・小学校前で、街頭指導を行な
います。ご協力をよろしくお願いします。

さ
あ
、
始
め
よ
う
! 

2016.７月号 2016.７月号

　
芦
田
さ
ん
は
、
昭
和
23
年
に
吉
野
小
学
校
教
諭
と
し
て
奉

職
さ
れ
、
奈
義
小
学
校
、
奈
義
中
学
校
等
の
勤
務
を
経
て
、

上
斎
原
中
学
校
校
長
と
し
て
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
40
年
間
、

学
校
教
育
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
退
職
後
は
平
成
４
年
か
ら
16
年
ま
で
の
間
、
奈
義

町
立
幼
稚
園
園
長
と
し
て
奈
義
町
の
幼
児
教
育
の
充
実
、
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
る
岡
山
県
及
び
本
町
の
教
育
分
野
へ
の
功
績

は
顕
著
で
あ
り
、
今
年
３
月
に
88
歳
を
お
迎
え
に
な
り
、
こ

の
た
び
の
受
章
栄
誉
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

○農業従事者なら誰でも加入できます
　60歳未満で、国民年金第1号被保険者で、農業に従
事（年間60日以上）する方は誰でも加入できます。
○積立方式の年金
　納めた保険料とその運用益が将来のあなたの年金原
資となる積立方式ですので、以前の賦課方式と違い、
加入者や受給者数に影響を受けません。長期的に安定
し、少子高齢化時代に強い制度となっています。
※その他詳細については、次の農業者年金基金HPを

ご覧ください。
http://www.nounen.go.jp/

　昨年７月に、鳥獣被害防止のために設置された電気柵が
原因で死傷されるという事故が発生しました。
　電気柵を設置する際には、｢人体に影響のない程度に電流
を弱める電源装置を使用すること」｢漏電時に電気を遮断す
る装置を設置すること」｢危険表示板を取り付けること」の
３つの安全基準を満たすことが必要とされています。
　奈義町内で、設置している電気柵は、これらの安全基準
を満たし、設置されています。
　個人で電気柵を設置している場合やこれから電気柵を設
置する場合は、３つの安全基準を必ず満たしていただき、
安全管理の徹底を十分お願いします。
　また、設置されている電気柵には、なるべく近づかない
ように注意をお願いします。

電気柵の取り扱いに
注意をお願いします

瑞
宝
双
光
章
（
高
齢
者
叙
勲
）

芦 

田

　勤
さ
ん（
中
島
西
）

●問い合わせ先　農業委員会　☎36-4114

　奈義町にふるさと納税をしていただいた方に、
お礼としてお返しする品を募集しています。本町
の魅力を県内外の方に発信する機会です。ぜひご
応募ください。
お礼の品
　奈義町の魅力を発信でき、また奈義町のPRに
つながる品物で税込6,000円以内の品物。
応募方法
　応募票に必要事項を記入の上、
お礼の品の写真、パンフレットな
どを添えて役場へ郵送、持参。
　詳しくは町のHPをご覧ください。

●問い合わせ先　役場 総務課　☎36-4111

●問い合わせ先　役場 産業振興課　☎36-4114

●問い合わせ先　奈義町農業再生協議会
　　　　　　　　　奈義ライスセンター　☎36-3156　　役場 産業振興課　☎36-4114

　農家の皆様には、経営所得安定対策の実施、米の生産調整等で、
大変お世話になっております。
　今年の転作確認を次の日程で行ないますので、対象農家の方は、
各地区の確認日までに、該当する水田に配布される立札を立ててお
いてください。
　皆様のご協力をよろしくお願いします。

平成２8年度経営所得安定対策に係る

転 作 確 認 の 実 施

7月７日㈭

7月８日㈮

上町川・中島西・豊沢・成松

広岡西・広岡東・西原・高円

午前：宮内・皆木・小坂・馬桑

午後：荒内西・久常・行方
7月５日㈫

7月６日㈬ 滝本・中島東・柿・関本

地　　　区　　　名確 認 日

転 作 確 認 日 程

農業者年金に
　　加入しませんか

●問い合わせ先　観光協会(地域振興センター）☎36-7311

　｢受験生ブルース」や「思い出の赤いヤッケ｣などのヒット曲で
おなじみの高石ともやさんを今年もお迎えして、ミニコンサート
を開きます。
　なつかしいフォークソングと楽しいおしゃべりで、夏の夕べを
楽しみませんか？ また、岡山出身の近藤龍朗さん、奈義町在住の
小阪基起さんのバンド演奏もあります。みなさんお誘いあわせの
うえ、ぜひお越しください。
※｢みんなでしょうえい」による飲み物やおにぎりも販売します。

●日　時　8月6日(土)午後３時開演（少雨決行）
●場　所　那岐山菩提寺

高石ともや
　ミニコンサートのお知らせ

大イチョウパワースポット
in菩提寺 ふるさと納税の

お礼の品の募集
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2016.７月号 2016.７月号

平成27年度　標 準 学 力 検 査 の 結 果

1　年

国　語

108

社　会

104

数　学

98

英　語

99

平成27年度入学 理　科

100

2　年

国　語

96

社　会

96

数　学

92

英　語

96

平成26年度入学

1　年 94 103 95 98

理　科

105

99
６年
５年
４年
３年
２年
１年

国　　　語

話す・聞く

85
98

104
95
95
98

書　く

93
101
122
99
98

102

読　む

87
107
126
81
91

101

伝統的な言
語文化と国
語の特質

86
100
113
91
95

101

平　均
得点率

88
101
115
92
95

101

算　　　数
観 点 別 得 点 率

数と計算

109
112
107
94

100
101

量と測定

94
110
116
86
99
97

図　形

92
116
118
97
83

102

数量関係

93
111
118

99
103

平　均
得点率

97
112
113
93
98

101

観 点 別 得 点 率

全国平均：１００ 全国平均：１００

※ 学年は昨年度

平成28年１月20日実施平成28年２月４日実施

６年

５年

４年

３年

２年

１年

平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度

国　語
100
106
88
95
76

101
92

100
115
113
107
92

109
95
95
96

106
101

算　数
103
102
97

104
87

112
95

104
113
106
110
93

108
100
98
94

105
101

平均得点率

※ 学年は昨年度

・全体としては、平均をやや上回る得点率でした。朝の学習、放課後の
補充学習、学期末等の放課後学習に取り組み、基礎学力がついてきた
ことと、授業改善に取り組み「自分の考えをもつ、考えを説明する、
友だちの説明を聞きながら考えを深める」授業づくりをしてきたこと
の成果が表れていると考えられます。

・4年生～6年生を昨年の成績と比較してみると、いずれの学年も昨年
より伸びています。それは、全国学力学習状況テストやたしかめテス
トに向けての取り組みの成果も表れてきていると考えられます。

・国語と算数を比べてみると、国語より算数の方が得点率が高くなって
いる学年が３学年あります。これは、少人数指導、放課後学習、補充
学習など、きめ細かい指導の成果と考えられます。

・算数を領域別に見ると、数と計算の領域がよくなっています。
・国語も算数も、テストの最後になるほど無答が多くなる傾向がありま

す。これは、文章をある程度のスピードで読む力や考える力が十分で
はないためと思われます。

・落ち着いた学習集団づくりを行ない、全職員で話の聞き方、話し方、姿勢などの学習規律の徹底を図ります。私
語があるときに発問や指示をしない、発展課題を準備し、作業を小刻みにさせるなどの具体的な取り組みをしま
す。

・基礎学力の向上を目指して、朝の学習や放課後学習、学期末の放課後学習を続けていきます。
・読む力をつけるために、読書量を増やす取り組みをします。具体的には、水曜日の朝の学習を全校一斉読書とし

ます。ボランティアの方による読み聞かせ等は月曜日にお願いしています。
・校内研修では、昨年度の後半から取り組んでいる「思考を助けるツール」を活用して、言語活動の充実を図り、

思考力・判断力・表現力を伸ばす取り組みを続けていきます。
・教師一人ひとりの日々の取り組みをふり返りながら、授業改善を続けていきます。具体的には、導入の工夫、論

理的に説明したり考えたりする場面がある授業づくり、友だちの意見を聞いてよりよい考えをつくり出せるよう
な集団思考ができる授業づくりを目指します。

・家庭学習の充実にも引き続き力を入れます。特に、休日の学習時間が短いという課題も踏まえ、学習マラソンカ
ードや、メディアンコントロールの取り組みを活用しながら、家庭の協力をいただき、決められた課題をきちん
とやり遂げることを目指します。

・国語　観点別に見ると、２年生では「知識・理解・技能」が全国平均を上回り、１年生では「関心・意欲・態
度」を除く４項目で、全国平均を上回りました。これは、日々の漢字練習の取り組みや語句の意味調べの機
会を増やすとともに、その方法に工夫をしたことが力の定着につながったと考えられます。領域別では「伝
統的な言語文化と国語の特質」で、正しく文節に区切る問題が大きく全国平均を下回りました。

・社会　観点別では、｢知識・理解」が両学年とも全国平均を５ポイント程度上回っており、地理・歴史的分野の基
礎的な知識はかなり身についていると思われます。ただし、｢関心・意欲・態度」は全国平均をかなり下回る
結果となりました。また、資料などを活用して、思考・判断・考察することを苦手とする生徒が多いと考え
られます。

・数学　両学年とも全国平均を下回りました。観点別・領域別ともに、２つの学年が全く違う特徴があります。例
えば領域別では２年生で一番低い「図形」が１年生では一番高く、1年生で一番低い「関数」が２年生では高
いといった具合です。各学年の特徴に応じた指導の工夫が必要であると考えています。ただし、｢関心・意
欲・態度」は両学年とも最も低いです。身近な問題を取り入れるなど、興味を持って授業に取り組める工夫
が必要であると感じています。

・理科　1年生は全国平均とほぼ同じでした。｢身近な物理現象」については、全国平均を大きく上回りますが、｢身
の回りの物質」については課題があります。２年生はすべての領域で全国平均を２～７ポイント上回りまし
た。両学年とも「実験・観察の技能｣、｢知識・理解」を問う内容では正答率がよく、定着していると考えら
れます。これは１年次からの少人数指導の成果と考えられます。

・英語　領域別では両学年とも「表現の能力」が高いです。ICTを活用しながら音読練習を行なったり、暗唱、ス
ピーチコンテスト等を行なうことで話す力や読む力の定着を図ることができたと考えられます。自分自身の
ことについて英語で答える力、単語を正確に書く力、文法を読み取る力に課題が残ると考えます。

・学年における各教科での課題について、教科担当者が認識を共有し、特に正答率の低い検査問題を授業で取り上
げる等、再度指導をしていきます。

・｢文章や資料から情報を読み取り、それについて自身の考えをまとめて記述すること｣、｢基礎的な知識を活用して、
新たな性質等を説明・証明すること」については、全教科共通の課題と考えられます。日頃の授業において、文
章や資料を基に、互いの意見を交わし合う活動や、班や小グループでの調べ学習や教え合い活動等、より一層言
語活動を取り入れます。

・予習、復習等、家庭学習が習慣化できる具体的な手立てにより、基礎基本の定着や学習意欲の
向上を図ります。

・授業のねらいに応じた指導法の工夫や、指導形態の柔軟な活用（少人数指導、ＴＴ指導、小グ
ループでの教え合い、ペア活動等）を検討し、生徒が「わかる」楽しさ、｢できる」喜びを味わ
える授業改善を目指します。

奈義中学校 奈義小学校

今後の取り組み

調査結果の分析

今後の取り組み

調査結果の分析

教科

学年

8



2016.７月号 2016.７月号

平成27年度　標 準 学 力 検 査 の 結 果

1　年

国　語

108

社　会

104

数　学

98

英　語

99

平成27年度入学 理　科

100

2　年

国　語

96

社　会

96

数　学

92

英　語

96

平成26年度入学

1　年 94 103 95 98

理　科

105

99
６年
５年
４年
３年
２年
１年

国　　　語

話す・聞く

85
98

104
95
95
98

書　く

93
101
122
99
98

102

読　む

87
107
126
81
91

101

伝統的な言
語文化と国
語の特質

86
100
113
91
95

101

平　均
得点率

88
101
115
92
95

101

算　　　数
観 点 別 得 点 率

数と計算

109
112
107
94

100
101

量と測定

94
110
116
86
99
97

図　形

92
116
118
97
83

102

数量関係

93
111
118

99
103

平　均
得点率

97
112
113
93
98

101

観 点 別 得 点 率

全国平均：１００ 全国平均：１００

※ 学年は昨年度

平成28年１月20日実施平成28年２月４日実施

６年

５年

４年

３年

２年

１年

平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度
平成25年度
平成26年度
平成27年度

国　語
100
106
88
95
76

101
92

100
115
113
107
92

109
95
95
96

106
101

算　数
103
102
97

104
87

112
95

104
113
106
110
93

108
100
98
94

105
101

平均得点率

※ 学年は昨年度

・全体としては、平均をやや上回る得点率でした。朝の学習、放課後の
補充学習、学期末等の放課後学習に取り組み、基礎学力がついてきた
ことと、授業改善に取り組み「自分の考えをもつ、考えを説明する、
友だちの説明を聞きながら考えを深める」授業づくりをしてきたこと
の成果が表れていると考えられます。

・4年生～6年生を昨年の成績と比較してみると、いずれの学年も昨年
より伸びています。それは、全国学力学習状況テストやたしかめテス
トに向けての取り組みの成果も表れてきていると考えられます。

・国語と算数を比べてみると、国語より算数の方が得点率が高くなって
いる学年が３学年あります。これは、少人数指導、放課後学習、補充
学習など、きめ細かい指導の成果と考えられます。

・算数を領域別に見ると、数と計算の領域がよくなっています。
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・落ち着いた学習集団づくりを行ない、全職員で話の聞き方、話し方、姿勢などの学習規律の徹底を図ります。私
語があるときに発問や指示をしない、発展課題を準備し、作業を小刻みにさせるなどの具体的な取り組みをしま
す。

・基礎学力の向上を目指して、朝の学習や放課後学習、学期末の放課後学習を続けていきます。
・読む力をつけるために、読書量を増やす取り組みをします。具体的には、水曜日の朝の学習を全校一斉読書とし

ます。ボランティアの方による読み聞かせ等は月曜日にお願いしています。
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・家庭学習の充実にも引き続き力を入れます。特に、休日の学習時間が短いという課題も踏まえ、学習マラソンカ
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会を増やすとともに、その方法に工夫をしたことが力の定着につながったと考えられます。領域別では「伝
統的な言語文化と国語の特質」で、正しく文節に区切る問題が大きく全国平均を下回りました。
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が必要であると感じています。

・理科　1年生は全国平均とほぼ同じでした。｢身近な物理現象」については、全国平均を大きく上回りますが、｢身
の回りの物質」については課題があります。２年生はすべての領域で全国平均を２～７ポイント上回りまし
た。両学年とも「実験・観察の技能｣、｢知識・理解」を問う内容では正答率がよく、定着していると考えら
れます。これは１年次からの少人数指導の成果と考えられます。

・英語　領域別では両学年とも「表現の能力」が高いです。ICTを活用しながら音読練習を行なったり、暗唱、ス
ピーチコンテスト等を行なうことで話す力や読む力の定着を図ることができたと考えられます。自分自身の
ことについて英語で答える力、単語を正確に書く力、文法を読み取る力に課題が残ると考えます。

・学年における各教科での課題について、教科担当者が認識を共有し、特に正答率の低い検査問題を授業で取り上
げる等、再度指導をしていきます。

・｢文章や資料から情報を読み取り、それについて自身の考えをまとめて記述すること｣、｢基礎的な知識を活用して、
新たな性質等を説明・証明すること」については、全教科共通の課題と考えられます。日頃の授業において、文
章や資料を基に、互いの意見を交わし合う活動や、班や小グループでの調べ学習や教え合い活動等、より一層言
語活動を取り入れます。

・予習、復習等、家庭学習が習慣化できる具体的な手立てにより、基礎基本の定着や学習意欲の
向上を図ります。

・授業のねらいに応じた指導法の工夫や、指導形態の柔軟な活用（少人数指導、ＴＴ指導、小グ
ループでの教え合い、ペア活動等）を検討し、生徒が「わかる」楽しさ、｢できる」喜びを味わ
える授業改善を目指します。

奈義中学校 奈義小学校
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2016.７月号

音遊び10：30～11：00７月13日㈬
【注意】７月４日㈪はお休みします。

10：30～11：3022日㈮ ０，１歳児あつまれ！（ママ座談会「たべること、ね
むること｣）

10：00～11：3014日㈭ おやつの時間（季節の手作りおやつを作ります。実
費、申込み必要)

10：00～12：0026日㈫ おないどしきんちゃい（就園前の親子対象、今回は幼
稚園の園長先生を迎えて座談会をします)

11：00～11：3028日㈭ 絵本の時間（子どもと楽しんでいる絵本、興味ある方
は誰でも気軽にどうぞ）

9：30～11：3029日㈮ おさんぽ隊（｢屋敷の滝」までお弁当を持っておさんぽ
します）

旬を食べ
る

旬を食べ
る

～地産地消のすすめ～

よちよち広場(絵本の魅力
と赤ちゃんの心の成長) 生後３か月～生後１歳６か月の乳幼児

乳幼児健康診査 平成28年２月１日～平成28年４月30日生まれの幼児
１歳６か月児健康診査 平成26年11月１日～平成27年１月31日生まれの幼児
フッ素塗布 乳歯が４本以上生えた乳児～小学校入学前までの希望者

13：00～13：30

9：30～12：00

13：15～13：45
13：00～13：30

13日㈬

20日㈬

７月15日㈮

なぎチャイ
ルドホーム

【レシピ提供：奈義町栄養委員会】

なぎチャイ
ルドホーム

対 象 者 ・ 内 容

保健相談
センター

受付時間月　日 行　　　事 対　　　象　　　者場　所

※主に小学生以下のお子様
　と妊婦を対象とした行事
　を紹介します

◎問い合わせ先　保健相談センター ☎36-6700

つどいの広場

「ちゅくしんぼ」

場所

なぎチャイルド

ホーム

毎週月～金曜日
時　　間

10：00～15：00
場　所

なぎチャイルドホーム 乳幼児と保護者の情報交換と交流
月 日

★おかひじきとエンサイのあえ物（４人分)
　・おかひじき…………………………………200ｇ
　・エンサイ（葉のみ）………………………  50ｇ
　　　・めんつゆ（２倍濃縮）……………大さじ２
　　　・ごま油………………………………大さじ１
　　　・すりごま……………………………大さじ１
　・ごま………………………………………大さじ２
　
（1）おかひじきとエンサイをさっとゆで、冷水に

とる。
（2）食べやすい大きさに切り、Ａで味付けし、ご

まを散らす。

　エンサイは空芯菜とも言

い、夏に不足しがちなカロ

チンを補ってくれる野菜と

して注目されています。

　同じくカロチン豊富なお

かひじきと組み合わせて健

康維持に努めましょう。

◎問い合わせ先　なぎチャイルドホーム ☎36-8241

10：00～15：00 幼・小・中学生をはじめ、地域の皆さん、気軽に遊びにおいでく
ださい。

毎週
月～金曜日

時　　間 対 象 者 ・ 内 容月 日

なぎ

チャイルドホーム

●問い合わせ先　保健相談センター  ☎36-6700

●対　象　小学校５、６年生
●日　時　8月5日(金)  午前９時30分～正午
●場　所　なぎチャイルドホーム
●内　容　赤ちゃんとのふれあい（抱っこ、おむつ交
　　　　　換など)、妊婦体験、離乳食の試食など
●申込み先　保健相談センター　　７月２９日(金）まで

●日　時　8月3日(水)  午前10時～正午
●場　所　なぎチャイルドホーム
●主　催　なぎチャイルドホーム運営協議会

　世代を超えて“出会う・遊ぶ・つながる場”です。
　家族や近所の方と誘い合ってぜひお越しください。

夏の三世代交流会のご案内

ちぃちゃい命ふれあい体験

【レシピ提供：奈義町栄養委員会】

Ａ
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2016.７月号

滝川つくし幼稚園

中  学  校中  学  校

滝川つくし幼稚園

　１年生は５月27日に、岡山県青少年教育センター閑谷学校で一日
研修を実施しました。この研修のねらいは、集団生活の楽しさや集団
行動のルールの大切さを学ぶこと。様々な体験学習を通して生きる力
を育てること。そして、これらを通して、生徒同士がよりよい人間関
係を築くことです。350年の歴史と伝統のある閑谷学校で、午前中に
は「講堂学習」や「史跡見学｣、午後からは「備前焼体験」や「ブラ
インドツアー」などの活動を行ないました。
　閑谷の地で様々な体験は１年生にとって貴重な経験になったと思い
ます。この閑谷研修で学んだことを、今後の学校生活にいかし、努力
すべき点は改善し、次の目標を掲げて挑戦していきましょう。

　毎年恒例のＰＴＡ親睦ビーチバレーボール大会が、６月３日の夜、体
育館で行なわれました。ビーチバレーボールを通してお互いの親睦が深
まる楽しい会となりました。プレーをみて一番感じたのは、とにかく保
護者の皆さんの「元気のよさ」です。この「元気のよさ」が奈義中学校
の子どもたちを高めていく原動力です。これからも教職員とＰＴＡが一
枚岩になってやっていきたいと考えています。
　企画・運営・準備など、楽しい時間をつくっていただいたＰＴＡ保体
育成部の皆さん、お世話になりました。お忙しいなか、参加していただ
いた保護者の皆さん、大変ありがとうございました。

　さつまいもの芽さしをしました。年少児は初めての経験で戸惑っていた
のか、最初は恐る恐る土を掘っていましたが、手のシャベルで掘るように
声をかけると一生懸命に土を掘り、苗を優しく植えていました。年長児は
昨年度の経験から堀り方や植え方などを尋ねるようにしました。｢手のユ
ンボで土をしっかり掘るんで｡｣「葉っぱを上にせんといけん｡｣「お日さ
まが当たらんといけんもん｡｣「おひげの所からお芋ができるよな｡」など、
とてもよく覚えており「このくらいでいいかな｡｣「もう少し掘らんと出る
なぁ｡」と、苗を置いてみて自分なりに考えて植えていました。植え終わ
ると「水をあげよう｡｣「枯れたらいけんもんな｡｣「大きくなってねぇ｡｣ 
と言いながら水をあげていました。成長や収穫を楽しみにしたり、世話を
しながら優しい気持ちがもてたりするといいなと思っています。
　畑は小阪さんの畑をお借りしています。いつも気持ちよく貸していただ
き、とてもありがたいです。
また、畑までの道中に地域
の方が子ども達に気軽に声
をかけてくださり、挨拶を
交わしています。幼稚園で
は、地域の方との交流も大
切にしていきながらいろい
ろな経験をする中で、感謝
の気持ちがもてたり、生き
る力の基礎を培ったりして
いきたいと思っています。

11

１年生！　閑谷研修が終わる！

PTA親睦ビーチバレーボール大会が開催される！



2016.７月号

「組み立て式の日常について考えてみる（撮影：池田理寛）」

●問い合わせ先　役場 産業振興課  ☎36-4114

さと丸に一票だよ！

●問い合わせ先　図書館 ☎36-5811

～図書館からのお知らせ～

さと丸くんエントリー！

ゆるキャラグランプリ2016
さと丸くんに投票をお願いします。

よし　  のり

夏休みこどもかがく教室
「見えない空気を見てみよう！」
7月30日(土) 午前9時30分～11時30分

●問い合わせ先  奈義町現代美術館　☎36-5811  FAX36-5855

●会　期　7月24日(日)～8月28日(日)
　　　　　午前９時30分～午後５時(入館は午後4時30分まで）

　　　　　■休館日／毎週月曜日、祝日の翌日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　(8月12日〈金〉休館）

●場　所　現代美術館ギャラリー
●入館料　一般・大学生200円（高校生以下・75歳以上は無料）
　　 　  　※ただし、常設と共通の場合は通常料金700円でご覧頂けます。

高 本 敦 基 展
－組み立て式の社会－

●講　　師　芦 田 栄 德 先生
●場　　所　文化センター 作業棟（南）
●対　　象　小学生
●申込期限　7月15日(金）まで
●申 込 先　図書館

　今年も一年に一度のお祭り「ゆ
るキャラグランプリ2016」が実
施されます。
　今年もさと丸くんがエントリー
しました。奈義町のＰＲのために
もぜひ、さと丸くんの応援をよろ
しくお願いします。
　投票はゆるキャラグランプリHPから。　

　　　　http://www.yurugp.jp/

●投票期間　7月22日(金) 午前10時
～10月24日(月) 午後６時まで

　11月５日(土)、６日(日)
　　ゆるキャラ®グランプリ2016

in愛顔(えがお)のえひめ
にて決戦投票、表彰式

●投票方法　投票IDの事前登録などの情報は当オフ
ィシャルサイトで公開していきますのでお待ちく
ださい。
2016年以前に登録された投票IDは、使用できま
せんので、再度ご登録をお願いします。

※「なぎの子じゅく」と共同開催

　空気の圧力、空気の重さなど、目に見えない空気に
ついて、ドライアイスや、空気砲を使って楽しく実験
します。皆様の参加お待ちしています。

参加者募集中！

しかくりゅうじ

たかもとあつき

　高本敦基氏は、真庭市勝山に在住の美術家です。｢社会と人
間存在の繋がり」をテーマに、石鹸、洗濯バサミ、モールとい
った日常的に使用されている一見“作品にならないモノ”を使
用し、それらが持つ別の魅力に着目した作品を制作しています。
　本展では、色彩豊かな数万個の洗濯バサミを使用して、ギャ
ラリーの天井から床に向かって滝のように広がる作品「The 
Fall」シリーズを中心に、絵画作品等の近作を併せて展示しま
す。公立美術館では初個展となる高本氏の展覧会を、ぜひご覧
ください。

◎学芸員によるギャラリートーク（会期中随時）
　ご希望の方に学芸員が作品解説をします。

■岡山県博物館協議会25周年記念加盟館交流事業

ワークショップ「オリエントの古代文字を体験しよう！」

◇講　師  四角隆二（岡山市オリエント美術館副主査学芸員）
◇日　時  7月31日(日）　午後1時30分～午後4時30分
◇場　所  奈義町観光案内所（美術館で受付後に移動）
◇参加費  １人３００円（材料代） ※入館料は別途必要
◇定　員  １５人（小学生以上） ※要予約
◇内　容  世界中には数百種類の文字があるといわれますが、

そのルーツをたどると、わずか数種類の文字にたど
り着きます。
現在は使われなくなってしまった、古代メソポタミ
アの楔形文字や古代エジプトの神聖文字（ヒエログ
リフ）を粘土に刻み、古代文字のハンコを作る体験
する中で、文字の不思議について考えてみましょう。
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2016.７月号

7
お知らせ
情報

技適マーク

●
日
時　

7
月
20
日
㈬

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー

●
担
当

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
・
民
生
委

員
児
童
委
員
・
教
育
相
談
員

●
相
談
内
容

相
続
、
登
記
、
金
銭
貸
借
、
借
地
、
借
家
、
隣

り
近
所
、
家
庭
内
、
体
罰
、
名
誉
侵
害
、
人
権
、

環
境
、
農
地
問
題
、
税
金
、
年
金
、
い
じ
め
、

非
行
、
教
育
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
ま
た

相
談
日
以
外
で
も
人
権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談

委
員
は
自
宅
で
、
教
育
相
談
は
専
用
電
話
☎
36

︲
８
１
１
０
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

費
用
が
必
要
で
す
。

●
相
談
日　
月
・
水
・
金
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

●
場
所　

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
や
ま

（
津
山
市
山
下
92
︲
１
・
津
山
圏
域
雇
用
労

働
セ
ン
タ
ー
内
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

☎
35
︲
２
４
３
３

●
日
時
・
場
所

・
７
月
25
日
㈪
（
※
予
備
日　

７
月
28
日
㈭)

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午　

雨
天
順
延

　
　

津
山
市
山
北　

衆
楽
公
園　

土
の
広
場

・
７
月
26
日
㈫

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午　

雨
天
中
止

　
　

津
山
市
西
下　

勝
北
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　

風
の
広
場

・
７
月
27
日
㈬

　
　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午　

雨
天
中
止

　
　

津
山
市
二
宮　

ウ
エ
ス
ト
ラ
ン
ド
駐
車
場

●
内
容

　

消
防
車
・
は
し
ご
車
・
救
急
車
ほ
か
、
消
防

車
両
の
写
生
大
会

●
対
象
者

　

小
学
校
児
童
・
幼
稚
園
児
・
保
育
園
児

●
申
込
方
法　
不
要

●
問
い
合
わ
せ
先

　

津
山
圏
域
消
防
組
合　

消
防
本
部
予
防
課
内

こ
ど
も
消
防
写
生
大
会
事
務
局

　

☎
31
︲
１
２
６
２

●
募
集
種
目

　

・
自
衛
官
候
補
生

　
「
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
つ
や
ま
」
で

は
、
地
域
の
皆
様
の
生
活
支
援
を
目
的
と
し
て
、 

悩
み
ご
と
相
談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
内
容　

労
働
、
福
祉
、
債
務
、
法
律
、

生
活
相
談
な
ど

●
料
金　
無
料

※
た
だ
し
、
裁
判
や
実
務
依
頼
な
ど
の
場
合
は
、

　

・
一
般
曹
候
補
生

　

・
航
空
学
生

●
受
付
期
間

７
月
１
日
㈮
〜
９
月
８
日
㈭

●
応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
29
年
４
月
１
日
現

在
で
、
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方

●
試
験
日
　
９
月
中
旬
〜
下
旬

（
種
目
毎
に
試
験
日
が
異
な
り
ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
津
山
出
張
所　

☎
22
︲
５
６
３
７

●
募
集
科

　

実
践
能
力
習
得
科

●
訓
練
内
容

　

専
門
校
が
委
託
し
た
事
業
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

等
で
１
か
月
か
ら
３
か
月
程
度
の
期
間
、
実

習
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

●
募
集
対
象
　
障
が
い
の
あ
る
方

●
募
集
期
間
　
４
月
〜
平
成
29
年
３
月

●
訓
練
定
員　
１
人
か
ら
２
人

●
試
験　
筆
記
・
面
接

●
受
講
料　
無
料

●
申
込
方
法
　
所
定
の
入
校
願
書
と
健
康
診
断

書
を
、
住
居
地
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定

所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）
へ
提
出

●
問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
北
部
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
26
︲
１
１
２
５　

Ｆ
Ａ
Ｘ
26
︲
５
２
９
４

　

首
都
圏
在
住
の
津
山
圏
域
（
津
山
市
・
苫
田

郡
・
久
米
郡
・
勝
田
郡
の
市
町
で
構
成
）
の
出

身
者
や
県
北
に
ゆ
か
り
の
方
々
と
の
交
流
を
深

め
、
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
深
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
皆
様
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

11
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
後
6
時
30
分
〜
８
時
40
分

　
　
　
　

（
受
付
開
始
午
後
6
時
〜
）

●
申
込
期
間　

６
月
１
日
㈬
〜
８
月
31
日
㈬

●
場
所　

東
海
大
学
校
友
会
館
（
〒
１
０
０
︲

６
０
３
５　

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
３
︲

２
︲
５　

霞
が
関
ビ
ル
35
階

　

☎
03
︲
３
５
８
１
︲
０
１
２
１

●
会
費　
６
千
円
／
人
（
当
日
お
支
払
い
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　

津
山
広
域
事
務
組
合　

☎
24
︲
３
６
３
３

１
、
無
線
機
器
の
利
用
に
は
「
技
適
マ
ー
ク
」

の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

２
、
電
波
の
利
用
に
は
、
原
則
、

免
許
が
必
要
で
す
。

３
、
外
国
規
格
の
無
線
機
器
は
、

国
内
で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。
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■
行
政・悩
み
ご
と・心
配
ご
と・教
育
相
談

■
守
ろ
う
電
波
の
３
つ
の
ル
ー
ル

■
平
成
28
年

　

ふ
る
さ
と
作
州
の
つ
ど
い

■
平
和
を
、
仕
事
に
す
る
。

　

陸
・
海
・
空 

自
衛
官
募
集

■
一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

　

悩
み
ご
と
無
料
相
談

■
第
39
回
こ
ど
も
消
防
写
生
大
会

■
障
が
い
者
対
象
訓
練
生
募
集



2016.７月号

　蛇淵の滝
●

菩提寺
●

那岐山
山頂

こんなに大きくなりました

　   歳で～す

平成27年６月生まれ

100

淀
　川

落合いの滝

山の駅●高円

N

奈義トンネル

ループ橋

53

婚活イベントを開催します！
～ステキな出会いをあなたに～

　奈義町結婚推進委員会では、結婚を望む町内者又は在
勤者の方を対象に、出会いの場を提供し、将来的には本
町への定住・人口増加を図ることを目的として婚活イベ
ントを開催します。
●イベント　自衛隊員との婚活パーティー　　９月頃
　　　　　　婚活パーティー　　　　 　10月16日㈰
　　　　　　親の婚活セミナー　　  平成29年２月頃
●対 象 者　(男性）町内在住、または在勤の概ね20代

～40代の独身者
(女性）概ね20代～40代の独身者（居住地

等は問いません）
　詳細は広報紙、無線放送でお知らせします。
●問い合わせ先　役場 まちづくり戦略室　☎36-4126

六 

月　

短 

歌 

会

な
ぎ
文
芸

老
鴬
の
声
の
加
は
る
寺
読
経

　
　
　
　
　
　
　

柴
田
つ
る
子

啓
蟄
や
仔
牛
の
角
の
生
え
初
む
る

　
　
　
　
　
　
　

内
藤　
　

恵

ハ
ミ
ン
グ
の
自
転
車
少
年
若
葉
風

　
　
　
　
　
　
　

廣
友
美
枝
子

寝
て
覚
め
て
余
生
自
在
や
花
は
葉

に　
　
　
　
　
　

髙
村　

令
子

初
生
り
の
光
る
胡
瓜
の
重
さ
か
な

　
　
　
　
　
　
　

上
原　

民
子

新
茶
汲
み
側
に
居
ま
す
よ
御
命
日

　
　
　
　
　
　
　

上
原

じ
江

子
の
帽
子
素
敵
と
攫
う
青
葉
風

　
　
　
　
　
　
　

浅
野
三
喜
枝

（
提
出
順
）

俳 

句 

会

六 

月

　

能
仙
と
い
う
地
名
の
上
流
に
こ
の
滝
は
あ
り
ま
す
。
那
岐
山
頂
か
ら
の
水

の
流
れ
と
、
東
の
谷
の
流
れ
が
落
合
っ
た
所
で
、
水
量
が
多
く
４
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
が
あ
り
ま
す
。
少
し
離
れ
て
も
う
一
段
滝
が
あ
り
、
そ
の
下
流
約
100

メ
ー
ト
ル
の
所
に
新

設
の
遊
歩
道
が
出
来

て
い
ま
す
。（
こ
の

滝
が
直
接
見
ら
れ
な

い
の
が
残
念
で
す
。）

ま
た
、
こ
の
滝
の
上

流
部
に
は
古
く
か
ら

の
深
山
道
（
山
道
）

が
あ
り
ま
す
。

　

落
合
い
の
滝

あ
と
幾
度
こ
の
階
段
を
使
ふ
の
か
七

十
五
回
目
の
誕
生
日
き
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　

多
賀
桐　

宗

春
す
ぎ
て
六
月
半
ば
と
な
り
た
れ
ど

何
故
か
心
の
晴
れ
ぬ
日
び
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

福
永
喜
和
子

　

  

講
師  　

関
内 　

惇 

先
生

昨
年
よ
り
も
開
花
の
増
し
た
る
桃
と

梨
に
手
の
怪
我
癒
え
た
る
夫
が
意
気

込
む　
　
　
　
　
　

浅
野　

啓
子

我
に
何
か
用
が
あ
る
の
か
黄
の
蝶
は

草
取
る
前
を
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
野
三
喜
枝

桜
散
り
若
葉
青
葉
で
美
し
く
鴬
な
き

て
春
真
っ
盛
り

　
　
　
　
　
　
　
　

小
童
谷
賢
子

皴
の
無
く
湿
布
の
貼
れ
し
腰
撫
で
て

良
き
こ
と
あ
ら
む
か
と
深
呼
吸
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　

森
安　

千
鶴

湯
豆
腐
に
葱
鰹
か
け
盆
に
の
せ
仏
の

伯
母
に
も
新
酒
の
寝
酒

　
　
　
　
　
　
　
　

高
取　

尚
子

見
事
な
る
城
壁
連
な
る
彦
根
城
眼
下

の
琵
琶
湖
に
昔
を
聞
き
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　

森　

能
理
子

ひ
も
じ
さ
に
出
で
来
し
狸
か
見
据
ゑ

ゐ
る
眼
見
て
は
哀
れ
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　

赤
堀　

敦
子

▲ 谷
たにもと

本　隼
は や と

都 くん
25日生まれ（高円)

★１歳おめでとう♡
　明るく元気に育ってね!

父・勇気さん　
母・みさきさん
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2016.７月号

火　　　災　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

救　　　急　　　出　　　動
奈 義 町 内 津山圏域内

月

累

　計

月

累

　計

件

件

件

件

建　物
林　野
その他

建　物
林　野
その他

建　物
林　野
その他

建　物
林　野
その他

累計

件　数 搬送人員 搬送人員件　数

津山圏域消防組合

※ 電話で必ずご確認ください。

平成28年５月31日現在

５月16日 ～ ６月15日受付
（敬称略）

死亡おくやみ申し上げます

お誕生おめでとうございます

ご結婚おめでとうございます

５月16日 ～ ６月15日受付
（敬称略）

休　日　当　番　医

家屋修理希望者募集のお知らせ

大 村 医 院
勝央町　☎ 3 8 - 2 0 5 8

（平成28年６月１日現在）

2,587世帯

6,220

人
人

男
女

人
（先月比較 －６） 

3,082
3,138

7月
3日

10日

17日

小 坂 田 医 院
勝央町　☎ 3 8 - 2 0 4 3

18日 松 野 内 科 医 院
美作市(勝田地区) ☎ 0868-77-1310

24日 野 々 上 医 院
奈義町　☎ 3 6 - 8 2 8 2

31日 太 平 台 医 院
勝央町　☎ 3 8 - 5 7 7 5

高　円　・　中　村　航　士 くん
　　　　　　　　　　（和博・邦江）
豊　沢　・　本　坂　栄　翔 くん
　　　　　　　　　　（祐二・春華）

中島西　・　早　瀬　博　紀
　　　　　　　　　　愛　香（愛媛県）
久　常　・　小　坂　　　誠
　　　　　　　　　　　　香（津山市）
豊　沢　・　竹　内　　　漢
　　　　　　　　　　直　美（津山市）

荒内西　・　井　戸　元　雄（ 9 3 歳）
荒内西　・　二　宮　　　進（ 9 0 歳）

意見・提案
サークル紹介

募  集
●８月号は７月８日㈮が締め
　切りです。また、町・広報
　委員会に対するご意見・
　ご提案を募集しています。

５ ５
7

35

0

0

0件
0件
0件

5件
1件
1件

0件
0件
0件

24件
3件
8件

５月 20件
113件

19人
100人

602件
2,979件

564人
2,766人

なぎ町PR動画
LINE友だち
募集中‼

さと丸くんLINE
スタンプはこちら!

勝 北 診 療 所
津山市杉宮　☎29-2324

　町社会福祉協議会では、作州津山商工会奈義支所技能者組合の皆様のボランテ
ィアによる、お住まいの家屋の雨漏りなどの修理を希望される方を募集しています。
●申し込み期限　７月20日㈬まで　　●対象　65歳以上の一人暮らしの方
※修理の材料代は申込者負担
●問い合わせ・申し込み先　奈義町社会福祉協議会　☎36-6363

65歳以上の一人暮らしの方を対象にした

香典返しとして
広　岡・土居　忠義（亡母・はる子）
関　本・鈴木　謙二（亡母・定江）
荒内西・二宮　秀明（亡父・進）
滝　本・大内　善文（亡父・頼男）

●問い合わせ先
　(独)勤労者退職金共済機構 中小企業退職金共済事業本部　☎03-6907-1234

●
掛
金
の
一
部
を

　国
が
助
成
し
ま
す
。

●
掛
金
は
全
額
非
課
税
。

　手
数
料
も
不
要
で
す
。

●
社
外
積
立
型

　な
の
で
管
理
が

　簡
単
で
す
。

●
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

　さ
ん
も

　加
入
で
き
ま
す
。

中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
な
ら…

中
小
企
業
の
退
職
金

国
の
制
度
が

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　 こ　う　し

　 え　い　と

奈義町PR映像
　　　　配信

中！
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「広報NAGI」は、地球温暖化、天然資源の枯渇など環境問題に取り組むため再生紙を使用し、経費節減・ごみ発生
 抑制に努めています。

〒708-1392  岡山県勝田郡奈義町豊沢306-1　☎（0868）36－4111
　（0868）36－4009http://www.town.nagi.okayama.jp/　　E-mail:soumu@town.nagi.okayama.jp

平
成
28
年
７
月
号

　
　第
716
号

NAGIタイムズ

　５月22日、美作市の勝田総合運動公園で開催され
た美作市・勝田郡スポーツ少年団軟式野球春季交流
大会に奈義町スポーツ少年団奈義スターキッズが出
場し、６チームの中、チームワークを発揮し見事優
勝を勝ち取りました。
　同チームは、現在19名が所属し、毎週水曜日と金
曜日、土曜日、練習に励んでいます。

奈義スターキッズ優勝！

　６月23日、総合運動公園グラウンドゴルフ場
において、奈義町体育協会主催の平成28年度第
１回町民グラウンドゴルフ大会が開催されました。
当日の大会出場者数は36名で、日頃の練習成果
を発揮し、活き活きとプレーを楽しみました。
　大会の結果は次のとおりです。（敬称略）
　　優　勝　　奥　　　純　一（広岡）
　　準優勝　　有　宗　史　郎（豊沢）
　　第３位　　野々上　好　民（高円）
　　第４位　　藤　原　勇　雄（皆木）
　　第５位　　佐　桑　武　一（ 柿 ）
　　第６位　　長　畑　芳　江（馬桑）

平成２８年度第１回町民グラウンドゴルフ大会開催

～奈義町スポーツ少年団野球教室～
　6月18日、美作市作東B＆G海洋センター艇庫で、
平成28年度美作地区FOS少年団連盟主催のリーダ
ー認定講習会・野外交歓大会が行なわれました。奈
義町FOS少年団連盟からは、リーダー・団員他34 
名、勝田東FOS少年団からは16名の参加があり、
FOS少年団の友情・秩序・奉仕の精神の元、カヌ
ー・ローボート体験や非常食づくり（ホットドッ
グ）に挑戦し、交流を深めました。

美作地区FOS少年団連盟
リーダー認定講習会
　　 ・野外交歓大会

　本年度から国の交付金を活用し、奈義町の誇る豊かな自然や風景な
どの写真を撮影しています。これは、奈義町の四季折々に移り変わる
自然や風景を撮影し、都市部に対しての情報発信を強化するものです。
　撮影は、島田洋平氏にお願いしました。島田氏は、国際的なコンテ
ストでの受賞経験を持ち、電力会社やスポーツメーカー、テレビ番組
の広告写真を数多く担当する著名なカメラマンです。一方、観光や移
住促進など、地方の魅力を撮影する仕事にも力を入れていることから、
今回の依頼となりました。
　撮影した魅力的な写真の数々は、地方創生の中で、本町の目標とす
る「人口6,000人程度の維持」に向け、ホームページや移住促進パン
フレット、菜の花まつりをはじめとする各種イベントのＰＲなどに活
用し、｢奈義の魅力」を広く発信していきます。

プロモーション写真を撮影しています！

春 夏
～馬桑川を照らすホタル～～菜の花の黄色いじゅうたん～

まちづくり戦略室よりまちづくり戦略室より

16


